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牛久市総合教育会議議事概要 日時 令和８年１月２２日（木曜日） 

件名 令和７年度第２回牛久市総合教育会議 
場所 

時間 

牛久市役所 本庁舎３階庁議室 

午後３：００～午後４：００ 

出

席

者 

（出席者） 

沼田市長、川村教育長、𠮷原教育長職務代理者、宮本教育委員、磯山教育委員、久野教育委員 

（事務局） 

 小川教育部長、稲葉教育委員会次長、高橋教育委員会次長兼スポーツ推進課長、教育総務課橋本課長、

教育総務課宮嶋課長補佐、教育総務課小河原主査、教育支援課柴山課長、生涯学習課糸賀課長、 

糸賀経営企画部長、淀川経営企画部次長兼政策企画課長、政策企画課栗原課長補佐、政策企画課本谷主

任、政策企画課坂入主事補 

（傍聴者） 

０名 

 (順不同・敬称略） 

議

事

内

容 

（１）牛久市文化芸術推進基本計画（案）の進捗状況について 

（２）牛久市立学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画の進捗状況について 

（３）その他 

 

会   議   内   容   等 

１．開会 

 

２．議事 

（１）牛久市文化芸術推進基本計画（案）の進捗状況について 

上記について生涯学習課糸賀課長より説明を行い、出席者が意見を述べる。 

なお、主な意見は以下のとおりである。 

・この計画には、文化芸術に関して、８年後どういう姿になりたいのか、この姿が実現したら、牛久はもっと

いいまちになるという期待感が非常に入っている計画になっている。８年後の姿が楽しみである。 

・この計画における市の役割について記載してほしいといった声や情報発信にも注力すること、きちんと専

門的な人材をおいて推進していくようなシステムを構築してほしいといった意見が多くあったので、審議会

でいただいた意見を計画に反映させている。 

・実績のある美術展であるにも関わらず広報の部分が弱い感じがしたので、これまでやってきたいいことは

どんどん宣伝したほうがいいと思う。 

・美術展に集まった人達が、その後に、食事やコーヒーを飲みにまちに繰り出すことで、にぎわいにもつなが

る。文化芸術をまちのにぎわいにぜひ利用していただきたいと思う。 

・次回アンケートを実施するときには年齢層等を考慮したやり方にするなど、今回実施したアンケート結果

の課題を踏まえて検討したほうがいいのではないか。 

・計画の審議会の中で、若者の文化を取り入れて、若者が文化に親しめるような仕組みづくりを提案してくだ

さった委員の方もいらっしゃった。若い世代の転出が市の課題となっている中で、市の文化芸術が魅力にな

れば戻って来るということも考えられると思う。そこは市の課題と、文化の課題は一緒ではないかと思う。 
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・文化芸術も地域性や年代性、歴史的な継続性など広範囲の中でとらえなくてはならないと思う。この文化芸

術をどのように定義していくのか、もう少しきちんととらえておくべきだと思う。 

 

（２）牛久市立学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画の進捗状況について 

上記について教育総務課橋本課長が説明を行い、出席者間での意見交換を行う。 

主な意見は以下のとおりである。 

・学校の方の意見を聞いて、できるところから速やかに取り組みたい。 

・教員がやりがいを持って、前向きな気持ちになるような改革であったほうがいい。ただ数字を減らすだけで

はなく、やりがいも持ちながら、教員になってよかったと思えるようなかたちの改革にしていきたい。 

・働き方改革については、長年取り組んできた。とにかく１クラスの人数が多すぎる。また昔の子供たちとの

違いは、多様性が高く、尊重されなければならないので、極端に言うと、マンツーマンで教育しなければ教

育が成り立たないような時代になっている。 

・この計画に取り組んでいく前提として、定数や教員の数が牛久市として本当にいいのかということを考えて

いかなければならないと思う。 

・働いた分の手当てをきちんと出し、人員が足りないところに職員を配置することが、本当の教育を成立させ

るものだと思う。先生は減らす、働く時間を減らすでは、今の教育を維持することは難しい。 

 

 （３）その他 

主な意見は以下のとおりである。 

・市制施行４０周年のプレイベントとして高校生がウォールアートを作成していることについて、うれしく

思った。小・中・高校生が、市の行政と積極的に関わってやっていくことで文化芸術にもつながるのではな

いか。 

・市制施行４０周年のイベントは市民参加型をテーマに掲げており、子どもたちにとって、何よりの思い出に

なる場でもあるので、教育部局の皆様、そして各学校にも何らかのかたちで参加していただきたいと考えて

いる。 

 

 

５．閉会 


